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476　神経芽細胞腫にtsける1－131　MI　BGシンチ

グラフィの意義

　　小田野幾雄，武田正之゜，木村元政，酒井邦夫

　　（新潟大学　放射線科，泌尿器科゜）

　Stage　lおよび皿（2例），　Stage　N（4例）の計6例

の神経芽細胞腫に対して1－131MIBGシンチをおこ
なった。1－131MIBGを0．3～0．5mCi静注し24時間な

いし48時間像を撮像した。Stage　Iおよび皿は術後症

例で尿中VMA｝ま陰性，臨床的に再発をみとめずMIBG

の有意な集積もみられなかった。Stage　Nはいずれも

尿中VMAは陽性で，胸腹部の原発巣の他に頭蓋骨・胸

骨・骨盤・両大腿骨に集積をみとめ，CT，骨X－P，ア

ンギオおよび剖検等により，骨転移を確認した。この

うち右副腎原発の症例は手術により3．5cmρの原発巣と3cnzsti

の腹腔内リンパ節転移にMIBGが集積したことを確認した。

　1－131MIBGシンチは①尿中VMA陽性例のスクリー

ニング検査として有用である。②神経芽細胞腫の原発

部位，大きさ，範囲及び転移の有無を知る上で有用で

ある。③治療後の経過観察に有効である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBI477　N・…na1・・e・tt・m・・｛こおける　1－

MI　BGイメージングの経験

　城野和雄，中別府良昭，米倉隆治，宮路紀昭，田口

　正人，吉村，広，島袋国定，坂田博道，櫓久豊嗣，

　岡田淳徳，中條政敬，篠原慎治（鹿大　放）

　i3i　1－　MI　BGは褐色細胞腫や神経芽細胞腫といった

カテコラミン産生腫瘍に集積し，その局在診断及び治

療に対する有用性が報告されている。更に最近では甲

状腺髄様癌やカルチノイド腫瘍にも集積したとする報

告もある。今回われわれもneuronal　crest　tumor
　　　131に対し　1－MIBGイメージングを施行する機会を得た

ので報告する。

　対象は褐色細胞腫2例，非機能性傍神経節腫1例，

神経芽細胞腫3例，肺小細胞癌4例の計10例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　181イメージングは甲状腺をKI末でブロック後，1－MIBG

1　Oit　C　i／lcl7を静注，原則として2148時間目にガンマ

カメラで行なった。その結果，褐色細胞腫2例，神経

芽細胞腫3例，肺小細胞癌1例にて病変に一致した集

積を認めた。その他の腫瘍には集積は認められなかっ

た。今回のわれわれの結果でもカテコラミン産生腫瘍
　　　　IBIには全例　1－MIBGの集積を認めたが，肺小細胞癌の

1例にもその集積を示し，カテコラミン産生腫瘍以外
　　　　　　　　　　　　　　　　ISIのneuronal　crest　tumorに対する　1－MIBGイメ

ー ジングの更なる検討が必要と考えられた。

4781－131MIBG　tこよる
　　　　腫瘍シンチグラフィの3症例
　伊藤秀臣，羽渕洋子，山口晴二，才木康彦

　日野　恵，池窪勝治（神戸中央市民　核）

　山岡幸司，黒木茂一，筒井　孟，水江日出成

　（同　小児），石原　隆，早稲田則雄（同　内）

　郷司克己（兵庫県立こども病院　内）

　1－131MIBGシンチグラフィにより腫瘍への
RI異常集積を認めた3例を経験したので，その成
積に若干の考察を加えて報告する。

（症例1）13M．F．神経芽細胞腫：左上腹部原発腫
瘍の胸部への浸潤病巣と眼窩部への遠隔転移巣が明瞭

に描出された。胸腹部腫瘍へのRI摂取率（25時間）
は3．74％，有効半減期は43時間であった。化学療法と

放射線照射による治療後の1－131MIBGスキャン
では腫瘍の縮小が描出され，RIの集積も低下した。
（症例2）9Y．F．褐色細胞腫：右副腎部に限局する異

常RI集積を認めた。腫瘍の摘出術により治癒した。

（症例3）39Y．F．褐色細胞腫：右上腹部に大きな

RI集積像を認めた。手術により肝を圧排する巨大
腫瘍を摘出した。以上1－131MIBGシンチグラフィ
は神経芽細胞腫および褐色細胞腫の診断，病巣範囲の

描出および治療後の経過観察に極めて有用であると思

われる。また1－131MIBGの神経芽細胞腫への摂
取率が十分高い場合，1－131MIBG大量投与によ
る治療の可能性が示唆された。

479 1－131－Metaiodobc【1zylguanidcnc　（MIBG）

シンチグラフ（一を用いた腫泌検索の臨床的怠義

中島光太郎、石川演美、畠山六郎、

秋貞雅祥（筑波大　放）

Guanethidineの類似物質として副腎髄質に親和性の

ある、1－131－MIBGは、褐色細胞腫の局在診断に領れ

た薬剤として注自されている。

　我々は今回、褐色細胞肺、神経芽細胞腫、が疑われ

た11例と甲状腺髄様癌1例に対して、1－131－MIBGシ

ンチグラフィーを施行した。

　その結果、褐色細胞腫を疑った8例のうち5例に肺

娼への集積が認められ、これらは、組織学的に確診さ

れた。この内の1例は、静注5日後の検査でさらに明

らかな集積が認められた。集積のなかっナ3例のうち

1例は副腎癌であり、他の2例は腫瘍が存在しないこ

とが硫認された。神経芽細胞腫の3例のうち、未治療

の2例では、原発巣、転移巣の療法に文積がHf”らかで

寛解例では異常集積が認められなかった。甲状腺髄｛」

癌の1例では病変部に一致して集積が見られた。
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